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要旨

　日本の高等教育機関では，最近，学生の主体的な学びを促すアクティブ・ラーニングの手

法の一つとして「反転授業」が注目を集めている。本稿では，反転授業の概要や大学等にお

ける導入事例を説明するとともに，反転授業を普及させるための要因を分析した。その結果，

授業の補助教材として用いることができるオープン教材（OER）がインターネット上で広く

提供されることや，家庭や学校でブロードバンド回線が整備され，安価な情報端末が普及し

ていることなどICT技術の高度な発達が前提として必要であることが明らかになる。また，

大学教育に反転授業を導入・普及させていくための留意点としては，大学教員が授業全体を

設計する能力（授業デザインカ）を身に付けておく必要性やコースウェア的なビデオ教材に

対する認識の転換の必要性，さらに，ビデオ教材そのものの資料化・素材化の必要性などが

明らかにされる。

キーワード

　反転授業　アクティブ・ラーニング

　授業設計　ブロードバンド回線

ICT（lnfbrmation　and　Communication　Technology））

1　はじめに

　反転授業は，英語ではflip　teachingまた

はreverse　teachingと呼ばれ，2000年頃から

この構想が提案されている。通常の授業では，

一般的に授業中に生徒に対して講義を実施し

て知識を伝達し，授業外で既習内容の復習を

行い，学んだ知識の定着を促すという一連の

教育方法を採用することが多い。これに対し

て，反転授業は，授業に先立って自宅で講義

コンテンツ（講義ビデオ等）をインターネッ

トからダウンロードしてタブレット・パソコ

ン（iPadなど）などを利用して視聴する。ま

たは，ネット上に公開されている講義コンテ

ンツ（授業内容に関係した講義映像）を視聴

することにより知識の習得を済ませておく。

そして教室における授業では講義の代わりに，

学んだ知識の確認やディスカッション，問題

解決学習などの協同学習を通して，学んだ知

識や技能を実生活で起こるさまざまな課題解

決に活用することを学習する。このように従

来の教育方法とは全く異なる方法で実施され

る。現在，小・中学校を中心に注目を集めて

いるが，一部の大学では数学や英語，情報の

授業でこの方法による教育活動が行われてい

る。しかし，反転授業に関しては，授業の運

営や授業設計，さらに教材作成などに関して

多くの課題が存在する。そこで，本稿では反

転授業を研究対象に，反転授業の普及の背景

やその教育効果と課題を多様な観点から考察

するとともに，大学教育に反転授業を導入し

ていく際に留意すべき事項について論じる。
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2　反転授業の開始と日本への導入　　　　　　それらを利用して反転授業を行うことも可能な

　反転授業の研究が開始されたのは1990年代か環境が徐々に整備されっっある。

らであるが，本格的に導入が検討され始めたの　3　反転授業を普及させるための要因

は2010年頃だといわれている。この方法が最初　　反転授業は2010年頃から米国を中心に注目

に導入されたのは，米国のウィスコンシン大学　を集めるようになったが，この普及を後押し

マディソン校のコンピュータ科学の授業であっ　したのが，授業の補助教材として用いること

た。初期の反転授業は，講義に代えて，講師の　ができるオープン教材（以下OER：Open

姿と授業内容のスライドからなるビデオのストEducational　Resources）がインターネット上

リーミングを利用するという簡単なしくみであ　で広く提供されるようになったことや，家庭

った。しかし，2006年に『C1α∬君oo〃1　F勿』と　や学校でインターネットのブロードバンド回

いう著書の中で，TennesonとMcGlassonがさま　線が整備され，安価な情報端末が普及したこ

ざまな教育技法の導入がそれぞれどのように教　と，すなわちICT技術の高度な発達などの要

授法を支援できるのかについて研究した成果が　因がある。そこで，それぞれの要因について

発表されたことにより，反転授業に興味を持っ　以下，解説する。

た教員を中心に反転授業が学校で試みられるよ

うになった。　　　　　　　　　　　　　　　3．1　0ERの普及

　一方，日本の公教育における反転授業の本格　　反転授業が普及した要因には，個人や非営

的な実施は，2012年の宮城県の富谷町立東向陽　利組織が低コストでデジタル教材（講義コン

台小学校の佐藤靖泰氏の算数の授業が最初であ　テンツ）を作成することが以前に比べて容易

るといわれている。この授業は，東北学院大学　になったことがある。その結果，OERなどの

の稲垣忠氏との共同研究という形で実施された。教材がインターネット上に無償で公開され，

具体的には，生徒に一人一台のタブレット端末利用されるようになった。特に，21世紀に入

を配布し，自宅で5分程度の動画を見せてノー　り，大学によるオープンコースウェア（以下

トを作ってくることを予習として課し，教室でOCW：Open　Course　Ware）の公開や非営利組

は学び合いを行うという方法で授業が進められ織によるOERの開発が急速に進んだ。この結

た。この研究から家庭学習の時間が1．5倍増加果，多様な分野でさまざまな対象に向けた

したという教育効果が示されている（注1）。さら　OERが入手できるようになった。現在，出版

に，同時期に，塾や予備校においても反転授業　社や教材開発会社だけでなく，教師や個人が

の取組が開始された。これらの取組は，教師が独自にOERを作り，インターネット上で公開

予習用コンテンツを作成して，反転授業を行う　することが盛んに行われている。

ものだった。予備校では，有料，もしくは，販　　このようなOERを公開する取り組みの代表

売促進のためのサンプル動画の提供という形で　的な例が米国における「カーン・アカデミー

反転授業の提供が行われるケースが多い。した　（Khan　Academy）」の活動である。カーン・

がって，我が国の反転授業の導入は他の国の導　アカデミー（注2）はWebサイトにおいて，数

入形態に比べて，異なった形態で開始されたと　学や物理，美術などさまざまな分野にわたる

いえる。しかし，インターネット上のYouTubeビデオ教材を無料で公開している（注3）。こ

などの普及に伴って，無料動画を配信するNPOの教材ビデオがインターネット上で便利だと

団体，私塾，個人の先生が出現するようになっ　注目を集めるようになり，自学自習で学ぶ個

たため，無料で視聴できる講義コンテンツが徐人だけでなく，学校においてもこれらのビデ

々に増えてきた。このため，Web上にあれば，　オ教材が授業で利用されるようになった（注4）。
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このように，OERをインターネット上で簡単

に共有することができるようになったことが，

教育内容や学習手段の選択肢を広げ，学習者

の学びをより豊かにするようになった。また，

OERの開発と普及により，教師自身が教材を

作る手間を省くことができるようになり，授

業に即したOERを利用した反転授業を学校現

場で導入しやすくなったと考えられる。

3．2　1CT技術等の急速な発達

　反転授業の導入が広がったもう1つの要因

は，教育現場や家庭におけるインターネット

のブロードバンド回線の整備と，タブレット

端末に代表される安価な情報端末の普及にあ

ったと考えられる。職場や大学のみならず，

各家庭や学校においてもインターネットのプ

ロードバンド回線が教育用のネットワークイ

ンフラとして広く整備されるようになった。

実際，日本では現在，世帯数の8割を超える

家庭でブロー一ドバンド回線が利用されるとと

もに（注5），初等中等学校の78％にブロード

バンド回線が整備されている（注6）。加えて，

携帯電話の通信網が整備され，データ通信の

帯域幅が広まったことにより，場所にとらわ

れずに携帯電話回線を使ってインターネット

にアクセスすることが容易となった。また，

これまでパーソナルコンピューターが主流だ

った情報端末に関しても，iOSやAndroid　OS

を搭載した安価なタブレット端末が普及した

ことにより，より低コストでインターネット

が利用できるようになった。

　このように，自宅でビデオ教材を視聴する

ためのインターネット回線の整備や，安価な

情報端末の登場，より手軽で安価なデジタル

教材の提供などを影で支えるICT技術の急

速な発達により，反転授業の導入がしやすく

なったと考えられる。

4．反転授業の導入事例

反転授業の導入は米国の学校や大学が先行

している。米国の小中学校では地区単位でカ

ー ン・アカデミーのビデオ教材を使った反転

授業が推進されており，生徒の学習意欲の向

上に果たす効果が検証されている（注7）。また，

大学においても，サンノゼ州立大学において

電子回路について教えるオンライン講座を反

転授業の教材として使うことで，従来50％

であった学生の修了率を90％に上昇させる

効果が示されている。このように米国の大学

が反転授業の導入に積極的な背景には，米国

の大学は日本と比べて単位認定が厳しいため，

学生の教室外の学習を良くも悪くもコントロ

ールでき，動機づけの面で工夫する必然性が

ないことが背景にあるといわれている。この

ため，反転授業が大学教育に導入されやすい

といわれている（注8）。

　わが国においてもまだ事例数は限られるも

のの，いくつかの学校や大学で反転授業が導

入されている。そこで，反転授業を取り入れ

た我が国の学校や大学の例を以下紹介する。

4．1　初等中等教育での導入事例

　初等中等教育における反転授業の導入例と

しては近畿大学附属高等学校（注9）がある。

この学校では，2013年度から新入生1，048

名がiPadを購入し，学校側でデジタル教科

書や教材を共有できる学習管理システム

（LMS：Learning　Management　System）を

導入して，英語と数学の授業を反転授業で実

施している。

　英語の授業では，予習を強化し授業におけ

る英訳や文法の解説を削減することで，より

多くの時間を英語での会話やディスカッショ

ン等に活用し，これらの能力を向上・定着さ

せるために反転授業を活用している。この授

業では，まず導入として語彙の習得や音読活

動などを行った後，生徒が自宅で教師が制作

した解説ビデオと教材を使い，語彙の習得や

音読活動を行う。授業では，語彙の復習とテ

スト，英文理解の確認を行ったうえで，生徒
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が数人のグループを組んで互いの自己紹介を

英語で行い，互いにワークシートに書き取る

など協同学習を行う。このように協同学習で

は，学んだ知識を活用する学習活動が行われ

ている。

　一方，数学の授業では，英語と同様に生徒

が自宅で解説ビデオを使い自習を行う。授業

では問題演習を行い，個別学習や一斉指導に

加え，ジグソー法（注10）のような協同学習の

手法も取り入れながら，学習内容の定着を図

っている。

　近畿大学附属高等学校では英語の授業に反

転授業を導入したことで，授業において英語

を使うアウトプットの活動をする時間を増や

し強化できたという。また，グループ活動を

取り入れて教師がファシリテーターとして活

動を支援することで，教師が生徒とかかわる

時間が増加したという。さらに，自宅学習の

時間が増えたことから，より多くの学習内容

を扱うことが可能となり，これまで1年間か

けて学習していた教科書の学習内容をおよそ

半年で完了できるようになったという教育効

果をあげている。

4．2　高等教育での導入事例

　高等教育における反転授業の導入例として，

北海道大学の取り組みを紹介する（注11）。北

海道大学では，全学対象の情報教育「情報学

1」の一部に反転授業を導入している。当該

授業では基礎的な情報活用能力や情報倫理教

育，プレゼンテーション，プログラミングや

学習教材の制作などを扱う一方で，討論によ

る学習も導入している。批判的思考力や物事

に対する多面的な見方を身にっけるため，あ

るテーマをもとに授業時間中に数名のグルー

プで討論を行う。その際に，学生は事前にビ

デオ教材を大学や自宅で視聴し，講義ではそ

の内容をテーマとした発展的な討論を行うと

ともに，レポートの相互評価や最終レポート

の提出を行うという方法で授業が展開される。

ビデオ教材としては，オープン教材公開サー

ビス「iTunes　U」で東京大学が公開している

ハーバード大学マイケル・サンデル教授のビ

デオ教材「ハ・一バード白熱教室in　JAPAN」

を用いている。この講義で反転授業を導入し

た結果，9割以上の学生が討論による学習を

進めるために必要なビデオ教材をあらかじめ

視聴し，教室で討論を行う反転授業の授業形

態を問題なく行うことができたそうである。

また，学生へのアンケートの結果によれば，

学生は意欲的にこの講義に取り組んでいる。

さらに，授業運営を担当したTAからは，

「授業中に討論の時間を十分に取ることがで

きる」との意見があり，反転授業の導入によ

り授業時間を討論の時間に十分に充てられる

という効果が示されている。

4．3　山口大学における導入事例

　山口大学では共通教育科目「TOEIC準備」の

中で反転授業に近い教育方法が採用されている。

具体的には，受講生は当該授業を履修する前に

オンラインで自習課題を事前に実施することに

なっている。自習課題を通して，「自学自習」

の習慣を身につけるとともに，Listening

Comprehensionに慣れるため，自習課題を通し

て，少なくとも週6日1日1時間の英語の「自学

自習」の習慣を身につけることになっている。

一方，TOEIC準備の授業では，　TOEICテスト

の出題形式に慣れ，パートごとに問題への対応

の仕方を理解することを中心に対面授業が行わ

れている。特に，スピーディーな英語の聞き取

りや，情報を処理することに慣れることを目的

に授業が展開されている。また，成績評価では，

オンライン自習課題の実行状況・達成率を評点

に換算することになっている。

　また，共通教育の「科学技術と社会」や「文

化の継承と創造2」，「情報セキュリティ・モラ

ル」などの授業では著作権に関するビデオ教材

を事前に視聴させ，授業ではこの内容を巡って

受講者間で議論させたり，レポートを書かせた
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りして，学生の主体的な学習が授業の中で実施

されている。

5．反転授業の効果と課題

　反転授業は従来の授業形態を大きく変化さ

せるといわれている。そこで，反転授業の教

育効果についてまとめるとともに，課題にっ

いても併せて以下，明らかにする。

5．1　反転授業の効果

　反転授業の教育効果については，これまで

さまざまな研究成果が論文等で明らかにされ

てきた（注12）。一般的に言われる教育効果と

しては，以下のものが挙げられる

①インプット型からアウトプット型への学

びの転換の促進

　反転授業を導入することは，生徒の学びを

インプットのみで終わらせることなく，アウ

トプットする機会をより多く与え，教師と生

徒のかかわりを増し，学習時間を増加させる

ことで授業の進度を早めることにつながる。

②相乗的な学習の動機付けの誘発

　パフォーマンスの高い学生は授業中，他の

人にそれを見せたり，教える側に回ってクラ

ス全体の学力向上に貢献したりできる。逆に

宿題をやってこなかったパフォーマンスの低

い学生は教室で恥ずかしい思いをしたり，自

分も頑張ろうという気持ちが芽生えたりする。

このように，反転授業の効果の一つに『相乗

的な学習の動機づけ』がある。

③学生・生徒の学修行動の見える化の推進

　宿題をeラーニングシステムで管理すれば，

『何時から何分間，宿題動画を視聴したか』

という授業外の学習行動（学習履歴）を把握

することができる。教室内外を問わず，従来

の授業形態と比べて学生の学習行動の質・量

を判断する情報が圧倒的に増える。

④クラス内での協働意識やクラスへの帰属

意識の向上と教師に対する親近感の向上

　演習形式の授業やeラーニングシステムの

管理を継続すれば，教員は学生一人ひとりの

顔と名前が分かるようになり，学生同士の関

係も深まる。こうした教員に対する親近感，

クラスに対する帰属意識が生まれる。

⑤時間外学習時間の増加

　授業前に動画を視聴するという宿題を学生

たちはきちんとやってくるため，確実に時間

外学習時間は増加する。

⑥全体的な学力の確実な向上と学生間の学

力差の解消

　私立大学情報教育協会におけるICT利用に

よる教育改善研究発表会において発表された

研究成果では，千歳科学技術大学の場合，反

転授業の導入により，標準偏差の大幅な改善

がみられたそうである（注13）。反転授業導入

の前後で中間テストの点数を比較したところ，

最高点は変わらずとも最低点が大幅に向上し，

「技能を問う問題」では0．3ポイント，「知識

を問う問題」では5．0ポイントも標準偏差の

値が小さくなっていることが報告されている。

すなわち，反転授業の導入により，全体的な

学力が向上するとともに，学生間の学力差も

少なくなっているということができる。

⑦時間の有効活用

　個々の学生の学習能力には個別性があり，

一定の学習内容を理解するために必要な時間

は学習者によって異なるといわれている（キ

ャロルの時間モデル（注14））。授業中の限られ

た時間では理解ができない学生も，反転授業

を導入し，自宅で自分に合った時間をかけて

学べば，理解も進み，対面授業での課題に取

り組むための予備知識を持った状態で参加す

ることができる。つまり，心に余裕をもって

より円滑に演習等に参加することができる。

また，授業で教員が説明に要していた時間を

学生が考える時間に当てることができる。

5．2　反転授業の課題

　一方，反転授業を実施する上で考えなけれ

ばならない課題としては以下のものが挙げら

れる。
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①全学生に対するインターネット接続環境

の整備と情報端末の確保

　オンライン学習コンテンツにアクセスする

ための情報端末とインターネットアクセスを

すべての学習者に確保する必要がある。日本

では家庭でインターネットを使用した学習環

境がまだ充分とはいえない。特に初等中等教

育においては大きな課題になる可能性が高い。

②オンライン教材の開発環境の整備

　教材を教員自身で作ることができる者ばか

りいるとは限らない。そうした場合，アメリ

カのようにオンラインでの教材が流通してい

ない日本では，何らかの対策が必要となる。

③インターラクティブな教育方法への対応

　日本の教員は一斉授業やグループ学習など

の指導方法に慣れている教員が多い。一方，

インタラクティブ（双方向）的な教育方法に

はあまり慣れていない。このためインターラ

クティブな教育方法や指導方法を習得した教

員養成が不可欠となる。

④コンテンツのメンテナンス問題

　オープン教材を増やしてあらゆる学習段階

に個別対応する「アダプティブ・ラーニン

グ」（注15）という方法も考えられるが，講義

用コンテンツを量産すればするほど，メンテ

ナンスの負担は増大する。講義の映像は，

「経年劣化」（注16）しやすいメディアなので，

特にメンテナンス負担が大きい。経年劣化を

防ぐためには陳腐化しやすい情報を減らすこ

とが重要である。メンテナンス性を重視し，

シンプルに作ること。動画の作り込みに頼ら

ないことが大切である。また，更新されやす

い学術情報は予め動画化せず，授業で教える

ようにするなどの工夫も必要である。

6．大学等の教育機関における反転授業の

導入の際の留意点

　最後に，大学等に反転授業を導入する際に

事前に留意しておかなければならないことに

ついて以下，まとめる。

①ビデオ教材の適切なモジュール化の必要

性

　生徒や学生が自宅や下宿で講義ビデオを視

聴して来るようにいわれても，ビデオが講義

のようにダラダラと長いものだと，やる気の

あまりない学生は予習してこない可能性も高

い。したがって，指導する内容をいかに短い

時間でも学習できる細かな単位（モジュー

ル）に分割できるかが重要となる。

②議論や実習に対するテーマ設定や教員の

実践的指導力の向上の必要性

　反転授業を実践する際に「授業では議論を

する」とよく言われるが，実際にどのような

課題を議論の対象として教員が生徒や学生に

与えるのかというテーマ設定の問題がある。

議論や実践を教員がいかにうまくリードする

ことができるかということが，反転授業の成

功のために欠かせない要素である。

③宿題動画などの教員の主体的選択の必要

性

　宿題動画をYouTubeなどインターネットか

ら調達することもよい方法である。上記4．2

で述べたように，北海道大学ではマイケル・

サンデル教授の『白熱教室』のビデオ教材を

宿題にして，『情報学1』の授業で利用して

いる。今後，宿題動画を選り分ける『キュレ

ー ションサービス』も求められてくると思う

が，内製にせよ外部調達にせよ，宿題動画は

教員が自らの授業設計の下で主体的に選択し

ていく必要がある。

④反転授業を活かすための授業設計（授業

デザイン）の必要性

　事前・事後学習を含めた授業構成全体をど

のように設計し，どのような教材を用いるの

か，また，対面授業で主眼を置くべき学習目

標が何であるかなどの授業全体の授業設計が

反転授業を成立させるための重要なポイント

である。設計した事前・事後学習に生徒・学

生を自発的に取り組ませるためには授業構成

の中に学習者への動機付けの方法を加味して
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設計することが大切である。

7．まとめ

　最後に，大学教育における反転授業の導入

に関して筆者の考えを述べることでまとめと

したい。

　本稿の分析から反転授業が「学びのパラダ

イム・シフト」を促進する効果があることは

明らかである。また，反転授業の導入を可能

にしている背景には，ICT技術の急速な発展

があることも確かである。昨今，大学ではア

クティブ・ラーニングなどの学生主導型の教

育方法が脚光を浴びている。実は，アクティ

ブ・ラーニングの教育効果を分析すると，反

転授業の教育効果と重なり合う部分がかなり

多い。したがって，反転授業はアクティブ・

ラーニングを促すための有効な教育手段の一

つとなりうる。しかし，そこで問題となるの

は，導入上の留意点③および④で述べたよう

に，反転授業を活かすために授業全体を設計

する能力、すなわち「授業設計（デザイン）

力」を大学教員が充分身に付けているかどう

かという問題である。大学における教育の現

状を考えると，反転授業導入の可能性はかな

り低いといわざるを得ない。その理由は，大

学教員は授業設計に関する講義や模擬授業な

どの実習を大学院レベルの教育の中で実施し

ていないからである。もちろん，大学教員も

授業を担当しているため，授業設計の必要性

は十分認識している。しかし，教員の自助努

力だけで授業デザインカを身に付けることは

難しい。したがって，授業設計に関するFD

やワークショップなどを充実させるとともに，

自らの授業実践の中でこのことを意識して授

業を行っていく必要がある。ただし，大学教

員はテーマに沿ったディベートやディスカッ

ション，さらにプレゼンテーションなどの学

生主導型授業の指導は，ゼミや研究室におけ

る指導で比較的慣れているため，授業デザイ

ンカを身に付ける環境さえ整えば，反転授業

は比較的導入しやすいかもしれないと筆者は

考えている。

　もう一つの懸念は，OERやOCWなどの他

の大学教員等が作成した教材を他の大学教員

は果たして利用するだろうかという懸念であ

る。現在，大学ではさまざまなビデオやICT

機器を授業の中で活用している。しかし，そ

れらの教材・教具は，大学教員自らの授業方

法を制約するものではなく，あくまでも学生

の知識・理解の定着や深化を「補助」および

「補強」するための教材・教具である。とこ

ろが，OERやOCWは「コースウェア的」な

講義ビデオ教材であるため，大学教員自らの

教育方法や教育指導の考えと関わりが深い教

材である。OERを利用することは，自分の教

育方法（指導）を他の大学教員の教育方法

（指導）にある程度合わせるということを意

味する。すなわち，大学教員自らの教育方法

（指導）が制約されると言い換えることがで

きる。本学でもかつて放送大学の講義ビデオ

を教材として大学の授業の中で活用しようと

する試みが行われた。しかし，これに参加し

た教員からは，教材の内容には確かに優れた

部分も多いが，自分の「教え方（指導方

法）」と異なるため放送大学の講義ビデ教材

は自らの授業の教材としては使えないという

結論が多かった。したがって，反転授業を行

う際には，教材を事前に多く取りそろえ，そ

の中から大学教員が自身の教育（指導）方法

に合致した教材を選択する必要がある。この

点，OERやOCWはインターネット上の

YouTubeなどに数多くの公開されている。し

かし，その中で大学教員の厳しい教材選定の

目に叶う教材は果たしてどの程度存在するの

であろうか，実はかなり少ないのではないか

と筆者は考えている。したがって，大学教員

は自分が構想する授業設計と必ずしも一致し

ない講義ビデオ教材であってもある程度割り

切って利用する必要があるのではないかと考

えている。
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　一方，講義ビデオ教材自体もコースウェア

的な教材からモジュール化した教材，すなわ

んち，「素材（資料）化した教材」への変換

が求められる。そうすることにより，より多

くの大学教員が素材・資料としてワンショッ

ト的に授業の中で手軽に利用できるのではな

いかと考えている。

　このように大学教育における反転授業の導

入に関してはさまざまな懸念が存在するが，

21世紀市民として必要な主体的な学びや学ん

だ知識や技術を活用する環境を提供するとい

う教育手法の一つとしては，反転授業はかな

り有効な教育方法であることは確かである。

したがって，今後，大学において反転授業に

関する実践研究がさらに推進されることを期

待したい。

　（大学教育センター副センター長・教授）
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【注】

1．　東北学院大学の稲垣忠氏の反転授業

　　に対する取り組みのきっかけは，次の

　　URLを参照のこと。

　http：／／pc．nikkeibp．cojp／article／column／2013

　1203／lll3963

2．カーン・アカデミーを開設したサルマ

　　ン・カーン氏がオープン教材を開発す

　　るきっかけは，親戚の子どもに数学を

　　教えるためにペンタブレットを使い，

　　黒板に文字や図を書くような要領で教

　　える教材ビデオを作り，YouTubeに掲

　　載したことだった。

3．カーン・アカデミーに関する詳しい内容

　は以下のURLを参照のこと。

　http：／／wwv駿khanacademy．org／

4．2013年現在，カーン・アカデミーは数

　千を超える教材ビデオを制作し，

　YouTube　EDUやiTunes　U上で公開してい

　る。さらに，カーン・アカデミーのWeb

　サイトでは，ビデオ教材の視聴履歴や用

　意されたクイズの回答結果など学習履歴

　データから，個々の学習者に適切な教材

　を推薦する仕組みも導入されている。

5．文部科学省．平成24年度学校における教

　育の情報化の実態等に関する調査．2013

　の以下，URLを参照。

　http：／／wwv駿mext．gojp／町menu／shotou／zyou

　hou／　icsFiles／afield且le／2013／09／17／133952

　4＿Ol．pdf

6総務省．平成24年版　情報通信白書

　ICTが導く震災復興・日本再生の道筋．

　ぎょうせい，2012．の以下のURLを参照

　http：／／www．soumu．goj凶ohotsusintokei／whi

　tepaper／ja／h24／

7．カーン・アカデミーのビデオ教材のよ

　うな，無料で手に入れることができるオ

　ープン教材は，反転授業において予習用

　のデジタル教材として使うことができる。

8．大学においては，CourseraやedXなどの

　大規模公開オンライン講座（MOOC：

　Massive　Open　Online　Courses）で提供さ

　れるオンライン教材も，予習用のデジタ

　ル教材として利用されている。

9．近畿大学附属高等学校の反転授業の導

　入事例については，教育家庭新聞

　（2013－10月7日付）で“英語・数学で反

　転授業一近畿大学付属高等学校“反転授

　業”で学習課題を解決する教育マルチメ

　ディア”という見出しで掲載されている。

　次のURLからも参照することができる。

　http：／／wwv駿kknews．cojp／maruti／news／2013／

　10075al．html

lO．ジグソー法とは，協同学習を促すため

　にアロンソンによって編み出された方法
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　である。互いに異なる事例を勉強したあ

　とで，自分が勉強した事例のグループの

　代表選手として他の事例を勉強した代表

　選手と一緒にジグソーグループを編成し，

　相互の共通性や相違点を比較検討する。

　それぞれ自分の勉強した事例については

　自分しか詳しく知っている者がいないの

　で，他のメンバーに教える必然性が生じ

　ることがポイントである。

lL北海道大学における反転授業の取り組

　み関しては以下の予稿集に詳しく記述さ

　れている。

　重田勝介，布施泉，岡部成玄．「オープン

　教材を用いた反転授業の実践と分析」日

　本教育工学会第29回全国大会講演論文集．

　2013，p．223－226．

12．反転授業の教育効果や課題に関する研

　究に関する論文には以下のようなものが

　ある。

　重田勝介「反転授業　ICTによる教育

　改革の進展」，情報管理巻56号　pp677－

　684，　2014

13．私立大学情報教育協会平成25年度ICT

　利用による教育改善研究発表会開催報告

　に関しては，次のURLを参照すること。

　http：／／wwwjucejp／LrNK加urna1／1401／pdfγ0

　8＿Ol．pdf

l4．キャロルの時間モデルとは，「成績の出

　来不出来の差は，学習者個人の資質によ

　るものではなく，学習に必要な時間をか

　けなかったことによる」という考え方。

　キャロルの考え方をもとに，ブルームは，

　「完全習得学習」を唱えた。

15．アダプティブ・ラーニングとは，「個

　人個人に最適化された学習内容の自動提

　供」という意味。教育者の理想を達成す

　るために，ビッグデータ的手法を用いな

　がらこのことを実現しようとしている。

16．「経年劣化」とは，イラスト・アニメ

　ーションや文字情報と比べて，講義映像

に登場する講師の話しぶりやジェスチャ

ー，服装やヘアスタイルなどは時の流れ

に耐えられないものという意味である。
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